
戸丘陵～岩手県北上山地北部一帯で.この地域は

明治時代初期にはもはや生息煎邦状態であった可

能性が強くなった｡岸田久書が ｢岩手県はニホン

ザルが全県に公布したところ｣とその論文 (195

3)で紹介しているが,北上山地北半分について

いえば.明治年間中頃にはもはや分布していな

かったのではないかと考えられる｡

今回の調査では岩手県山形村において,ウマヤ

ザルとして,明治年間に久慈渓流沿いで獲られた

というニホンザルのメスの頭骨二体分を確認する

ことができた｡また,明治二年にまとめられた南

部滞物産一覧によれば旧閉伊郡の遠野通,大槌

過,宮古通,野田通ではそれぞれ ｢猿｣および

｢浪胆｣が産物として挙っていることが判明し,

明治初期から分布が急速に縮小した主な原因の一

つに,明治維新による狩野托の自由化,猟銃の普及

がある可能性が強まった｡

今後,生息空白地域において引き続き古生息情

報を集めつつ,狩猟圧,環境の人為的改変の面で

の情報も集め,変遷を明らかにしていきたい｡

ニホンザルの花粉アレルギー症の発生状況に関す

る調査

蜂浮 満 (農業生物資源研)

橋本道子 (日獣大 ･獣 ･野生動物)

自然感作のニホンザルのスギ花粉症の疾学的調

塞,および診断法の検討を行った｡

前年度に引き続き,全国の野猿公苑,動物園を

対象に,アンケート調査あるいは直接税窮を行っ

たところ,宮島に加え.アンケート調査で5ヶ所

(下北,金華山,淡路島,銚子漢,桐生)直接観

察で4ヶ所 (富士,日立,井の頭,多摩)で,ヒ

トの花粉症塀似の症状を示す個体が認められた｡

このうち.宮島に加え新たに3ヶ所 (桐生,銚

子挟,多摩)で,血清中のスギ花粉特異的IgE抗

体価を調べるために,捕狸調査を行った｡うち教

頭については,麻酔下でスギ花粉エキスを用いた

皮内反応テストを行った｡その結果,桐生7個

体,多摩1個体のニホンザルが,スギ花粉特典的

TgE抗体陽性であった｡よって.これらをスギ花

粉症と診断した｡皮内反応テストは.必ずしもこ

の結果とは一致しなかった｡

また,叔近ヒトで確立された,ELTSAによる

IgEの測定法 (阪口,井上ら,1986)を.今回,ニ

ホンザルに応用して,ニホンザルの測定系を確立

することができた｡ELISA法は,比較的安価で簡

便に行えるので.疾学的調査には,従来用いられ

てきたRAST法よりも有用であると思われる｡

今後,さらに疾学的調査と診断法の検討を進め

ていくと同時に,退伝,寄生虫の関与などについ

ても検討していきたい｡

霊長矧こおける顎関節と歯の形態に関する研究

緒方哲朗 ･松本敏秀 ･山崎要一

石井光治 ･金本大成 ･中田 実

(九大 ･歯)

校合機能と密接な関連をもつ顎関節と歯の形態

杏,3次元的に解析し両者の関係を明らかにする

ことを目的として,この研究を開始した｡

京都大学霊長籾研究所を初めて利用する本年度

は,まず予備調査の目的で同研究所を訪問し,以

下の項目を明らかにすることにj:り,今後の研究

の方向付けを行うこととした｡

①霊長塀の乾燥頭蓋で陸別 ･年齢 ･生育歴が明白

なものなどのくらい確保できるか｡

②乾燥頭蓋のⅩ線紋格写共投影が可能かどうか｡

③乾燥頭蓋の顎関節頭 ･顎関節窟 ･歯列の印象採

得が可能かどうか｡

著者らは平成元年6月15日から3日間,京都大

学霊長塀研究所を訪問した結果,次の事が明ら

かになった｡

①京都大学霊長研研究所には,20-30種杭の霊長

塀の乾燥頭蓋が保有されていた｡そのうち最も

多いものがMff(ニホンザル)で約500体存在し

た｡しかしそのうち半数以上は生育歴が不明で

あった｡残りについては,飼育所に問い合わせ

ることで,生年月日と死亡年月日がわかるとの

ことであった｡このことからMff研究対象とす

ることにした｡

②研究所所有のⅩ線投影装正だけでは.預部Ⅹ線

規格写共投影についての充分な再現性や柄皮が

得られないことがわかった｡頭部Ⅹ線規格写真

投影については今後の課題とした｡

③通常歯科領域で行っている精密印象採得が乾燥

頭蓋の顎関節研 ･顎関節拓 ･歯列においても可

能であった｡また柄皮の高い印象を採待するた

めに.

1)印象材撤去時の変形を防ぐため,細かい尾や
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孔,アンダーカットになる部分を予め埋めて

おくこと｡

2)Mff頭蓋の形態的特徴を捉え,歯列と関節頭

を,同時に印象採得できるような器具を開発

すること｡

以上の点を考慮する必要がある｡

今後は,今回の予備調査の結果を踏まえて資料

を採得し,顎関節と歯の形態との関係を明らかに

するために有効な,3次元的解析方法について検

討していく予定である｡

精巣に特異的な塩基性タンパク質の比較生化学的

検討

大原生子 (近故大学 ･医学部)

精子形成に関与していると思われる塩基性タン

パクJfEfが,ラット成獣の精巣から抽出されている｡

耽々は,ブタにおいて,SDS-ゲル電気泳動で分
子皿的にこれと同等のタンパク質をえた｡我々の

目的は,このタンパク質の種特異性,発現の時

機,分化の制御機構を解析することにある｡まず

種特異性を,ヒトへの外挿をふくめて,比較生化

学的に検討するためにサルを材料として選んだ｡

今回は,各種動物の精巣から抽出したタンパク質

のSDS-ゲル電気泳動のパターンからその相同性
について検討した｡

1)CM-セファデックス C-25 カラムク

ロマトグラフィー及びSDS-ゲル電気泳動によ
る相同性について;

楠鵜を酸でホモジナイズし,その遠心上清を更に

30%トリクロロ酢酸で沈殿 ･分画した後,CM-

セファデックスC-25クロマトグラフィーを行っ

た｡1.2M～1.3Mの塩化ナトリウム濃度で溶出し

てくる画分について,SOS-ゲル電気泳動を行っ
たところ4-4.5kdの分子量を示す場所に,共通

のバンドなえた｡これらのアミノ酸配列について

比較検討中である｡これらのタンパク質は,少な

くとも,種をこえて精子形成過程に重要な役割を

果たしているものと思われる｡今後は,このタン

パク質が,精子形成過程のどの段階で発現される

か,又その機能について分子レベルで検討を加え

ていく予定である｡更にこのタンパク質と不妊と

の関係を調べヒトへの外拝を試みたいと考えてい

る｡

霊長芙頁におけるABO式血液型活性糖鎖構造の組
織化学的解析

一進化に伴う糖鎖構造の推移について-

伊藤信彰 ･西 克治 ･中島 充 (奈医大)

赤血球,血管内皮細胞.分泌液中に血液型

ABH抗原の発現とレクチンUEA-I,GSAトB一の
染色性は,霊長煩の進化に伴って推移しているこ

とを,前年度報告した｡今回は個体数をさらに増

やし,18種,74個体の各種ホルマリン固定臓器に

ついての結果をまとめ,Histochem.∫.に発表した

(Vol.22,1990,inpress)｡新しい所見としては,

顎下腺や肝臓における抗原の発現様式が,ヒトと

ヒト以外の霊長規とでは著しく異なっているとい

うことである｡すなわち,人の顎下腺では,粘液

腺細胞,凍液腺細胞ならびに導管部にABH抗原
の発現がみられるのに反し (疑液腺細胞ではH抗

原のみ),調べたすべての他の霊長規では (穎人

猿を除く),ABH抗原のみられるのは.導管部の
細胞に限られ,疑液腺細胞では全く抗原の発現が

みられず,粘液腺ではH抗原の発現のみがみられ

た｡停臓では,ヒトの場合,通常ABH抗原がモ

ザイク状に腺房細胞に発現されているが,他のほ

とんどの霊長規では,抗原が均一に全腺房細胞に

発現されていた｡さらにある種のものでは,一部

のランゲル-ソス島細胞にもABH抗原の発現が
みられた｡ヒトの場合には島細胞には全く抗原の

発現はみられない｡これら光顕レベルでの所見

は,進化に伴う糖鎖構造の推移を調べる上で,塩

安な手がかりを与えるものと思われる｡

一方電鼠レベルの研究は,材料としてニホ./ザ

ルとアカゲザルに限られているが.肝臓,胃粘膜

腺細胞,壁細胞,主細胞,ガスト7)ン細胞等の聴

粒や膜構造上に抗原の明確な局在を認め.型物質

合成過程解析にとって,それらが非常に有用な材

料であることを確認した ･さらに重要なことに

は,額粒や膜構造上ばかりでなく,これら細胞の

核-テロクロマチンにも抗原の局在がみられたこ

とである｡このような所見は糖鎖合成過程の従来

の考えに,重要な問題を捉起すると同時に,型物

質の生理的意義に関しても,示唆を与えるもので

ある｡今後,霊長規の進化との関連から,これら

の問題の究明に取り組んでいきたい｡
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